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調査概要 

１．調査の目的 

結婚や子育てに関する県民の意見やニーズを把握し、今後のこども関連施策をより効果的に推進する。

また、和歌山県が策定する「和歌山県こども計画」の基礎資料とする。 

 

２．調査の概要 

（１）調査の種類及び概要 

 調査の種類 調査対象 対象抽出方法 調査方法 

ア 結婚に関する調査 20 歳～39 歳の県内在住

者 3,000人 

市町村別、年齢層別、

男女別に住民基本台

帳から無作為抽出 

郵送により調査票を

配布し、郵送又はイン

ターネットで回答 

イ 子育てに関する調査  県内在住の保育所等

に通所する年少児の

保護者 5,739人 

 県内在住の小学3年生

の保護者 7,251人 

全数調査 保育所等や小学校を

通じて配布し、郵送又

はインターネットで

回答 

 

（２）調査期間   

ア 結婚に関する調査 令和 5年 10月 2日～10月 31日 

イ 子育てに関する調査 令和 5年 10月 13日～11月 6日 

 

（３）回収数（率） 

ア 結婚に関する調査 

・ 回収数：966人 

（郵送 359人、Web607人） 

・ 回収率：32.2％ 

イ 子育てに関する調査 

・ 回収数：5,454人 

（郵送 2,809人、Web2,645人） 

・ 回収率：42.0％ 

 

３．報告書における表及び図の見方 

⚫ 図表の中で「N」とは、集計対象総数（集計対象を限定する場合はその該当対象数）を表している。

比率は原則、各項目の無回答・不明を含む集計対象総数に対する百分比（％）で表している。（例

外は図表外に注意書きで記載） 

⚫ 集計対象総数が 10に満たない項目については、原則としてコメントを省略している。 

⚫ 百分比（％）は、原則として小数点第２位を四捨五入し小数点第１位までを表示した。四捨五入

の結果、個々の比率の合計と全体を示す数値とが一致しないことがある。また、回答の百分比（％）

は、その質問の回答者数（N［Number of case の略］）を基数として算出しているため、複数回答

の設問は百分率の合計が 100.0％を超える場合がある。 

⚫ 百分比（％）どうしの比較における差は、原則として「…ポイント」という表現とした。 

⚫ グラフのスペースの都合上、0％を表示していない場合がある。 

⚫ 本文や図表中の選択肢表記は、場合によって語句を短縮・簡略化している場合がある。 
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１．結婚に関する意識調査 

（１）基礎情報 

性別 

回答者の性別について、「男性」が 36.8％、「女性」が 62.5％となった。 

 

 

 

年齢（令和 5年 7月 1日 現在） 

年代について、「35～39 歳」が 33.4％で最も高く、次いで「30～34 歳」が 26.0％、「25～29 歳」が

23.8％となった。性別では大きな傾向の差はみられない。 

 

 

 

現在の就労状況 

現在の就労状況について、「会社員（正社員）」が 42.5％で最も高く、次いで「パート・アルバイト」

が 15.1％、「公務員」が 14.9％となった。性別にみると、ともに「会社員（正社員）」が最も高く、男性

が女性を 21.5ポイント上回っている。 

 

 

  

N=

955 36.8 62.5 0.5 0.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性 女性 その他 無回答

N=

全体 955

男性 351

女性 597

15.7

13.1

17.1

23.8

26.5

22.4

26.0

24.8

27.0

33.4

34.5

32.7

1.2

1.1

0.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 無回答

N=

全体 955

男性 351

女性 597

42.5

55.8

34.3

4.9

2.8

6.2

0.8

1.7

0.3

15.1

3.7

21.9

1.0

2.6

0.2

2.7

4.3

1.7

14.9

18.5

12.9

1.2

1.4

1.0

5.0

5.7

4.7

10.2

2.0

15.1

1.4

1.4

1.3

0.3

0.0

0.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

会社員（正社員） 非正規：派遣・嘱託・契約社員等 経営者・役員

パート・アルバイト 自営業（農林漁業） 自営業（農林漁業以外）

公務員 その他団体職員（NGO・NPO等） 学生

無職・家事手伝い その他 無回答
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前年（令和 4年 1月～12月）の年収 

前年（令和 4年 1月～12月）の年収について、「106 万円未満」が 24.0％で最も高く、次いで「300万

円～400万円未満」が 18.5％、「200万円～300万円未満」が 17.8％となった。性別にみると、男性は 300

万～400万円未満、女性は 106万未満がそれぞれ最も高くなっている。 

 

 

 

（２）結婚観について 

結婚観 

法律婚と事実婚・内縁に対する考えについて、「法律婚・事実婚どちらでもよいと思う」が 59.5％で

最も高く、次いで「どちらかといえば法律婚をするべき」が 20.8％、「法律婚をするべき」が 17.6％と

なった。 

性別にみると、ともに「法律婚・事実婚どちらでもよいと思う」が最も高く、女性が男性を 14.3ポイ

ント上回っている。年齢別では、大きな傾向の差はみられない。 

 

 

  

N=

全体 955

男性 351

女性 597

24.0

9.4

32.7

4.6

2.8

5.4

7.4

3.7

9.5

17.8

12.5

20.9

18.5

25.9

14.4

12.0

20.5

7.0

7.4

13.4

4.0

2.5

5.1

1.0

2.5

4.3

1.5

3.1

2.3

3.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

106万円未満 106万円～130万円未満 130万円～200万円未満 200万円～300万円未満

300万円～400万円未満 400万円～500万円未満 500万円～600万円未満 600万円～700万円未満

700万円以上 無回答

N=

全体 955

男性 351

女性 597

20～24歳 150

25～29歳 227

30～34歳 248

35～39歳 319

性
別

年
齢
別

17.6

27.4

12.1

20.7

19.8

15.3

16.3

20.8

18.5

22.4

15.3

20.3

21.4

24.1

59.5

50.4

64.7

62.0

57.7

62.1

58.0

0.8

1.4

0.5

0.7

0.9

0.8

0.6

0.7

1.4

0.2

1.3

1.3

0.4

0.0

0.5

0.9

0.2

0.0

0.0

0.0

0.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

法律婚をするべき

どちらかといえば法律婚をするべき

法律婚・事実婚どちらでもよいと思う

どちらかといえば事実婚をするべき（法的に籍を入れないほうがよい）

事実婚をするべき

無回答
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一緒に生活するパートナーに対する考え 

一緒に生活するパートナーに対する考えについて、「結婚や恋人は必ずしも必要でない」が 42.8％で
最も高く、次いで「法律婚をしたパートナーと一緒に生活するのがよい」が 41.2％、「法律婚はしなく
ても、一緒に生活するパートナーと事実婚はしたほうがよい」が 8.2％となった。 

性別にみると、男性は「法律婚をしたパートナーと一緒に生活するのがよい」、女性は「結婚や恋人は
必ずしも必要でない」がそれぞれ最も高くなっている。年齢別にみると、20～24歳及び 30～34歳は「結
婚や恋人は必ずしも必要でない」、25～29歳及び 35～39歳は「法律婚をしたパートナーと一緒に生活す
るのがよい」がそれぞれ最も高くなっている。 

 

（３）結婚経験について 

結婚経験の有無 

結婚について、「結婚している（法律婚）」が 55.9％で最も高く、次いで「結婚したことがない」が
39.7％、「結婚していたが、今はしていない（死別以外の理由」が 3.7％となった。性別にみても大きな
傾向の差はみられない。 

 

 

最初に結婚した年齢 

最初に結婚した年齢について、「25～29 歳」が 51.9％で最も高く、次いで「20～24 歳」が 24.4％、
「30～34 歳」が 16.7％となった。性別にみると、「20～24 歳」は女性が男性を 11.7 ポイント上回って
いる。 

  

N=

全体 955

男性 351

女性 597

20～24歳 150

25～29歳 227

30～34歳 248

35～39歳 319

性
別

年
齢
別

41.2

51.6

35.3

38.7

42.7

35.5

46.4

8.2

9.1

7.5

7.3

9.7

7.7

7.8

7.1

8.5

6.4

6.0

5.3

8.9

7.5

42.8

29.9

50.3

48.0

41.9

48.0

37.0

0.7

0.9

0.5

0.0

0.4

0.0

1.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

法律婚をしたパートナーと一緒に生活するのがよい

法律婚はしなくても、一緒に生活するパートナーと事実婚はしたほうがよい

結婚（法律婚・事実婚）をしたパートナーはいなくても、恋人はいたほうがよい

結婚や恋人は必ずしも必要でない

無回答

N=

全体 955

男性 351

女性 597

55.9

53.3

58.0

0.4

0.6

0.3

0.1

0.0

0.2

3.7

2.0

4.5

39.7

44.2

36.9

0.2

0.0

0.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

結婚している（法律婚）

結婚している（事実婚・内縁）

結婚している（事実婚・内縁）

結婚していたが、今はしていない（死別以外の理由：法律婚をしていたが離婚した・事実婚の状態だったが現在は別居している等）

結婚したことがない

無回答

N=

全体 574

男性 196

女性 376

3.8

1.5

5.1

24.4

16.8

28.5

51.9

55.1

50.3

16.7

21.9

14.1

2.6

4.6

1.6

0.5

0.0

0.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

15～19歳 20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 無回答
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結婚相手と知り合ったきっかけ 

結婚相手と知り合ったきっかけについて、「職場や仕事の関係」が 28.0％で最も高く、次いで「友人

や兄弟姉妹を通じて」が 24.7％、「学校」が 14.5％となった。 

 

（４）子供について 

理想的だと思う子供の数 

理想的だと思う子供の数について、「2 人」が 53.0％で最も高く、次いで「3 人」が 36.4％、「1 人」

が 4.5％となった。性別にみても大きな傾向の差はみられない。 

 

子供を持ちたいと思う最も重要な理由 

子供を持ちたいと思う最も重要な理由について、「子供がいると生活が楽しく心が豊かになるから」

が 60.6％で最も高く、次いで「好きな人の子供を持ちたいから」が 13.4％、「結婚して子供を持つこと

は自然なことだから」が 8.4％となった。 

性別にみると、「結婚して子供を持つことは自然なことだから」は男性が女性を 5.3 ポイント上回っ

ている。年齢別にみると、全ての年代で「子供がいると生活が楽しく心が豊かになるから」が最も高い

が、25～29歳が他の年代を 10ポイント以上下回っている。 

  

N=

全体 574

男性 196

女性 376

14.5

17.9

12.5

28.0

30.1

27.1

2.8

2.6

2.9

3.7

3.6

3.7

24.7

20.4

27.1

1.7

0.5

2.4

1.6

2.0

1.3

3.3

3.6

3.2

4.0

2.0

5.1

7.7

10.2

6.4

2.4

2.6

2.4

5.2

4.6

5.6

0.3

0.0

0.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

学校 職場や仕事の関係

幼なじみ・隣人関係 学校以外のサークル活動やクラブ活動・習いごと

友人や兄弟姉妹を通じて 見合い（親せき・上役などの紹介も含む）

結婚相談所（オンラインを含む） 街なかや旅先

アルバイト マッチングアプリ

（結婚相談所・マッチングアプリ以外の）インターネット （結婚相談所・マッチングアプリ以外の）インターネット（

無回答

N=

全体 574

男性 196

女性 376

4.5

5.6

3.7

53.0

53.1

53.2

36.4

36.2

36.7

1.6

1.5

1.6

1.7

3.1

1.1

1.7

0.5

2.4

1.0

0.0

1.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1人 2人 3人 4人 5人以上 子供は欲しくない 無回答

N=

全体 574

男性 196

女性 376

20～24歳 18

25～29歳 127

30～34歳 171

35～39歳 249

性
別

年
齢
別

8.4

11.7

6.4

0.0

7.9

8.8

9.2

0.7

1.5

0.3

0.0

0.0

0.6

1.2

60.6

60.2

61.2

66.7

51.2

66.1

62.2

1.7

2.0

1.6

0.0

3.1

2.3

0.4

3.3

5.6

2.1

0.0

5.5

2.3

2.4

1.4

1.0

1.6

5.6

3.1

0.0

1.2

13.4

10.2

15.2

27.8

16.5

10.5

12.9

1.4

1.5

1.3

0.0

2.4

1.2

1.2

3.3

3.6

3.2

0.0

3.1

1.2

4.8

5.7

2.6

7.2

0.0

7.1

7.0

4.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

結婚して子供を持つことは自然なことだから 子供を持つことで周囲から認められるから

子供がいると生活が楽しく心が豊かになるから 子供は老後の支えになるから

子供は将来の社会の支えになるから 子供は夫婦関係を安定させるから

好きな人の子供を持ちたいから 配偶者や親など周囲が望むから

その他 無回答
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理想の数の子供をもてない理由 

今後、１人以上の子供を生む場合、理想とする子供の数が、結果的に持てない時の原因について、「収

入が少ない・不安定」が 69.3％で最も高く、次いで「年齢や健康上の理由で子供ができないこと」が

35.4％、「家事・育児の協力者がいないこと」が 28.0％となった。 

性別にみても大きな傾向の差はみられない。年齢別にみると、「収入が少ない・不安定」は 20～24歳

が他の年代よりも 10ポイント以上下回っている。 

 

 

（５）結婚意向について 

今後の結婚意向 

今後の結婚意向について、「いずれは結婚したい（結婚意欲がある）」が 49.1％で最も高く、次いで「理

想的な相手が見つかれば結婚したい」が 36.9％、「結婚するつもりはない」が 12.4％となった。 

性別にみても大きな傾向の差はみられない。年齢別にみると、「いずれは結婚したい（結婚意欲があ

る）」は 25～29歳が最も高く、30代を 20ポイント以上上回っている。 

 

  

％

収入が少ない・不安定

自分や配偶者の仕事の事情

家事・育児の協力者がいないこと

保育所など子供の預け先がないこと

今いる子供に手がかかること

年齢や健康上の理由で子供ができないこと

その他

  無回答

69.3

24.7

28.0

16.2

24.6

35.4

6.8

0.7

71.9

28.1

22.4

13.3

22.4

28.6

4.6

0.0

68.1

23.1

31.1

17.8

25.8

39.1

8.0

0.8

0 10 20 30 40 50 60 70 80

(N = 574)

全 体 男性 女性

N=

全体 379

男性 155

女性 220

20～24歳 132

25～29歳 100

30～34歳 77

35～39歳 69

性
別

年
齢
別

49.1

51.0

48.2

55.3

60.0

39.0

31.9

36.9

36.1

37.7

35.6

29.0

41.6

46.4

12.4

11.0

12.7

8.3

11.0

16.9

17.4

1.6

1.9

1.4

0.8

0.0

2.6

4.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

いずれは結婚したい（結婚意欲がある） 理想的な相手が見つかれば結婚したい 結婚するつもりはない 無回答
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結婚するつもりがない理由 

結婚するつもりがない理由について、「一人の方が気楽だから」が 57.4％で最も高く、次いで「結婚

しなくても別に困らないから」が 53.2％、「結婚生活そのものが面倒または大変そうだから」が 44.7％

となった。性別にみると、「一人の方が気楽だから」は女性が男性を 17.2ポイント上回っている。 

 

 

現在独身でいる理由 

現在独身でいる理由について、「適当な相手にまだめぐり会わないから」が 48.5％で最も高く、次い

で「独身の自由さや気楽さを失いたくないから」が 31.9％、「今は、趣味や娯楽を楽しみたいから」が

31.7％となった。性別にみると、「独身の自由さや気楽さを失いたくないから」は女性が男性を 15.4ポ

イント上回っている。 

 

  

％

結婚に向けて行動を起こすことが面倒だから

結婚生活そのものが面倒または大変そうだから

結婚しなくても別に困らないから

一人の方が気楽だから

自分に自信がないから

人とコミュニケーションをとるのが苦手だから

自分にお金がないから

時間がないから

その他

  無回答

31.9

44.7

53.2

57.4

21.3

27.7

31.9

19.1

10.6

2.1

29.4

29.4

47.1

47.1

23.5

17.6

47.1

11.8

0.0

5.9

28.6

53.6

57.1

64.3

17.9

35.7

21.4

21.4

14.3

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70

(N = 47)

全 体 男性 女性

％

結婚するにはまだ若すぎるから

結婚する必要性を感じないから

今は、仕事（または学業）にうちこみたいから

今は、趣味や娯楽を楽しみたいから

独身の自由さや気楽さを失いたくないから

適当な相手にまだめぐり会わないから

異性とうまくつき合えないから

結婚資金が足りないから

結婚生活のための住居のめどがたたないから

親や周囲が結婚に同意しない（だろう）から

その他

すでに結婚が決まっている

  無回答

15.0

28.5

20.1

31.7

31.9

48.5

18.5

17.9

4.7

3.4

7.9

2.6

1.8

17.4

26.5

16.8

30.3

23.2

47.1

24.5

24.5

5.2

3.2

3.9

1.9

1.9

13.6

29.5

22.7

32.3

38.6

50.0

13.2

13.6

4.5

3.6

10.9

3.2

1.8

0 10 20 30 40 50 60

(N = 379)

全 体 男性 女性



 

8 

結婚相手との出会いについて 

結婚相手との出会いについて、「そもそも身近に、自分と同世代の未婚者が少ない（いない）ため、出

会いの機会がほとんどない」が 39.8％で最も高く、次いで「そもそも人を好きになったり、結婚相手と

して意識することが（ほとんど）ない」が 24.0％、「同世代の未婚者は周囲にいるが、自分が求める条

件に見合う相手がいない」が 11.9％となった。性別で大きな傾向の差はみられない。 

 

 

 

結婚後、子供がいない時、配偶者にはどのような形で仕事に向き合ってほしいか 

結婚後、子供がいない時、配偶者にはどのような形で仕事に向き合ってほしいかについて、「家庭と仕

事を両立してほしい」が 37.7%で最も高く、次いで「特に相手に求めることはない・気にせず自分の考

えで働いてほしい」が 31.4%、「特に希望はない」が 8.7%となった。性別にみると、男性は「特に相手に

求めることはない・気にせず自分の考えで働いてほしい」、女性は「家庭と仕事を両立してほしい」がそ

れぞれ最も高くなっている。 

 

 

  

N=

全体 379

男性 155

女性 220

39.8

40.6

39.5

11.9

10.3

13.2

2.9

0.0

5.0

5.3

8.4

3.2

24.0

23.2

24.1

5.5

5.8

5.5

7.4

7.7

6.8

3.2

3.9

2.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

そもそも身近に、自分と同世代の未婚者が少ない（いない）ため、出会いの機会がほとんどない

同世代の未婚者は周囲にいるが、自分が求める条件に見合う相手がいない

結婚に結びつかないような相手（例：結婚願望のない未婚者や既婚者）ばかり好きになってしまう

好きな人はいるが、相手が自分を好きになってくれず、交際に発展しない

そもそも人を好きになったり、結婚相手として意識することが（ほとんど）ない

交際に至っても、仕事の都合等で同居の希望がかなわず、結婚することが考えられない

その他

無回答

N=

全体 379

男性 155

女性 220

37.7

27.7

45.0

8.4

3.9

11.4

2.6

5.8

0.5

3.2

6.5

0.9

2.9

2.6

3.2

2.6

1.3

3.6

0.0

0.0

0.0

31.4

38.1

26.8

0.5

0.0

0.9

8.7

11.6

6.4

1.8

2.6

1.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

家庭と仕事を両立してほしい どちらかと言うと仕事に専念してほしい

どちらかと言うと家庭に専念してほしい 扶養の範囲内で働き、家庭のことをやってほしい

出来れば残業を減らして早く帰宅してほしい 出来れば収入を増やしてほしい

出来れば仕事を辞めてほしい・家にいてほしい 特に相手に求めることはない・気にせず自分の考えで働いてほしい

その他 特に希望はない

無回答
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第 1子が生まれた後、子供が 2～3歳の頃、配偶者にはどのような形で仕事に向き合ってほしいか 

第 1 子の子供が 2～3 歳の頃、配偶者にはどのような形で仕事に向き合ってほしいかについて、「家

庭・育児と仕事を両立してほしい」が 38.3%で最も高く、次いで「どちらかと言うと家庭・育児に専念

してほしい」が 15.6%、「出来れば仕事を辞めてほしい・家にいてほしい」が 14.0%となった。性別にみ

ると、男性は「どちらかと言うと家庭・育児に専念してほしい」、女性は「家庭と仕事を両立してほしい」

がそれぞれ最も高くなっている。 

 

 

 

（６）公的機関の支援について 

公的機関が実施する結婚支援策として有効だと思うもの 

公的機関が実施する結婚支援策として、有効だと思うものついて、「結婚費用や結婚時の住居への支

援」が 69.2％で最も高く、次いで「結婚祝い金の給付」が 55.6％、「妊娠・出産の医学的情報提供」が

42.4％となった。 

 

 

 

  

N=

全体 379

男性 155

女性 220

38.3

13.5

55.9

2.6

1.3

3.6

15.6

29.7

5.9

6.1

10.3

3.2

10.0

4.5

14.1

2.9

0.0

5.0

0.5

1.3

0.0

14.0

26.5

5.5

0.8

0.0

1.4

6.9

10.3

3.2

2.4

2.6

2.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

家庭・育児と仕事を両立してほしい どちらかと言うと仕事に専念してほしい

どちらかと言うと家庭・育児に専念してほしい 扶養の範囲内で働き、家庭・育児をやってほしい

出来れば残業を減らして早く帰宅してほしい 出来れば収入を増やしてほしい

出来れば仕事を辞めてほしい・家にいてほしい 出来れば仕事を辞めてほしい・家にいてほしい

その他 特に希望はない

無回答

％

結婚費用や結婚時の住居への支援

結婚祝い金の給付

妊娠・出産の医学的情報提供

ライフプラン教育

生徒・学生と乳幼児との触れ合い体験の実施

その他

ない

無回答

69.2

55.6

42.4

24.6

10.9

7.4

7.1

1.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=955 
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２．子育てに関する意識調査 

（１）基礎情報 

アンケート回答者の続柄 

本アンケートを回答する方について、お子さまからみた続柄をお答えくださいについて、「母」が 88.7%

で最も高く、次いで「父」が 10.3%、「祖父母」が 0.3%となった。 

 

 

 

年少児保護者、小学 3年生保護者の回答者割合 

年少児保護者、小学 3年生保護者の回答者割合について、「年少児保護者」が 46.3％、「小学 3年生保

護者」が 53.7％となった。 

 

 

 

現住居に住むことを決めた理由 

現住居に住むことを決めた理由について、「親等が近くにいる、同居、近居するため」が 43.3％で最

も高く、次いで「生まれ育ったところだから」が 14.3％、「通勤しやすいため」が 13.5％となった。 

 

 

  

N=

5,446 10.3 88.7 0.3 0.1 0.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

父 母 祖父母 その他 無回答

5446 46.3 53.7 0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

年少児 小学3年生 無回答

N=

5,446 43.3 8.8 13.5 2.0 6.5 6.5 2.1 14.3 0.6 0.2 2.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

親等が近くにいる、同居、近居するため

親等から土地・建物を取得したため

通勤しやすいため

自然が豊かなため

子育て環境（学校に近いなど）が良いため

生活するのに利便性が高いため（駅が近い、ICが近い、スーパーが近い、医療機関が近い等）

近隣市町村より家賃が安い、土地単価が低いため

生まれ育ったところだから

子供と同年代の世帯が多いため

雇用機会が多いため

無回答
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配偶者・パートナーと知り合ったきっかけ 

どのようなきっかけで配偶者・パートナーと知り合いましたかについて、「友人や兄弟姉妹を通じて」

が 34.0％で最も高く、次いで「職場や仕事の関係」が 28.3％、「学校」が 13.1％となった。 

 

 

 

ご夫婦の間に生まれた子供の人数 

子供の人数について、「2人」が 51.6％で最も高く、次いで「3人」が 24.1％、「1人」が 17.7％とな

った。 

 

 

現在の就労状況 

現在の就労状況について、父親では、「会社員（正社員）」が 57.7％で最も高く、次いで「公務員」が

16.0％、「自営業（農林漁業以外）」が 8.2％となった。 

母親では、「パート・アルバイト」が 37.8％で最も高く、次いで「会社員（正社員）」が 21.6％、「無

職・家事手伝い」が 15.8％となった。 

全体の結果及び保護者別のいずれも、父親が正社員である割合が高い一方、母親は非正規やパート・

アルバイトの割合が高くなっている。 

 

  

N=

5,446 13.1 28.3 2.1 3.6 34.0 2.7 0.8 3.2 2.5 2.1 1.5 1.8 2.7 1.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

学校 職場や仕事の関係

幼なじみ・隣人関係 学校以外のサークル活動やクラブ活動・習いごと

友人や兄弟姉妹を通じて お見合い（親せき・上役などの紹介も含む）

結婚相談所（オンラインを含む） 街なかや旅先で出会った

アルバイト 婚活イベント

マッチングアプリ （マッチングアプリ・結婚相談所以外の）インターネット

その他 無回答

N=

5,391 0.3 17.7 51.6 24.1 4.7 1.1 0.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

0人 1人 2人 3人 4人 5人以上 無回答

  全  体【父親】 5,446

  全  体【母親】 5,446

年少児【父親】 2,524

年少児【母親】 2,524

小学3年生【父親】 2,922

小学3年生【母親】 2,922

57.7

21.6

60.8

24.2

55.1

19.4

0.8

4.2

0.6

3.8

0.9

4.5

3.6

1.3

3.0

0.9

4.1

1.6

0.7

37.8

0.7

34.1

0.7

41.1

3.3

1.8

3.1

1.5

3.4

2.0

8.2

4.1

7.0

3.3

9.2

4.7

16.0

9.4

17.2

10.5

15.1

8.4

0.7

0.5

0.7

0.4

0.7

0.7

0.1

0.1

0.1

0.0

0.0

0.1

0.3

15.8

0.2

17.9

0.4

14.0

0.9

2.3

0.6

2.5

1.1

2.2

7.8

1.2

6.1

0.8

9.3

1.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

会社員（正社員） 非正規：派遣・嘱託・契約社員等 経営者・役員

パート・アルバイト 自営業（農林漁業） 自営業（農林漁業以外）

公務員 その他団体職員（NGO・NPO等） 学生

無職・家事手伝い その他 無回答
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前年（令和 4年 1月～12月）の年収 

前年（令和 4 年 1 月～12 月）の年収について、父親では、「400 万円～500 万円未満」が 18.2％で最

も高く、次いで「300 万円～400 万円未満」が 16.8％、「500 万円～600 万円未満」が 16.7％となった。 

母親では、「106 万円未満」が 41.3％で最も高く、次いで「200 万円～300 万円未満」が 9.9％、「106

万円～130万円未満」が 9.5％となった。 

 

 

 

（２）育児休業について 

育児休業（産後パパ育休（出生時育児休業）を含む）の取得経験 

育児休業を取得したことがあるかについて、父親では、「取得したいと思わなかったため、取得してい

ない」が 29.1％で最も高く、次いで「取得したかったが、できなかった」が 15.5％、「会社に制度がな

く、また取得したいとも思わなかったため、取得していない」が 15.4％となった。 

母親では、「取得した」が 47.0％で最も高く、次いで「わからない」が 18.3％、「取得したかったが、

できなかった」が 6.3％となった。 

父母別の結果を比較すると、「取得した」は母親が父親を 37.4ポイント上回っており、父親と母親で

取得状況に大きな開きがあることがわかった。 

 

  

N=

父親 5,446

母親 5,446

1.7

41.3

1.0

9.5

2.1

8.3

6.8

9.9

16.8

8.2

18.2

6.5

16.7

3.7

11.5

1.4

6.0

0.5

3.2

0.2

1.7

0.1

3.7

0.5

10.7

9.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

106万円未満 106万円～130万円未満 130万円～200万円未満 200万円～300万円未満

300万円～400万円未満 400万円～500万円未満 500万円～600万円未満 600万円～700万円未満

700万円～800万円未満 800万円～900万円未満 900万円～1000万円未満 1000万円以上

無回答

N=

父親 5,446

母親 5,446

9.6

47.0

15.5

6.3

29.1

6.0

10.8

5.7

15.4

3.6

9.4

18.3

10.3

13.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

取得した

取得したかったが、できなかった

取得したいと思わなかったため、取得していない

会社に制度がなく、取得したかったが、できなかった

会社に制度がなく、また取得したいとも思わなかったため、取得していない

わからない

無回答
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育児休業を取得しなかった理由 

育児休業を取得しなかった理由について、父親では、「会社で育児休業制度が整備されていなかった

から」が 29.1％で最も高く、次いで「職場が育児休業制度を取得しづらい雰囲気だったから」が 27.8％、

「収入を減らしたくなかったから」が 26.5％となった。 

母親では、「フリーランス・自営業のため制度がない、または無職だったから」が 30.0％で最も高く、

次いで「会社で育児休業制度が整備されていなかったから」が 20.6％、「職場が育児休業制度を取得し

づらい雰囲気だったから」が 7.7％となった。 

父母の差については、それぞれの就労状況の違いに起因するものとみられる。父親は正社員として働

いている傾向があるため、会社の制度や収入面を理由としている割合が高い。一方、母親はそもそも無

職であるなど制度を活用する状況にないケースが多くみられた。 
 

 

育児休業の取得期間 

育児休業の取得期間について、父親では、「5日以下」が 41.1％で最も高く、次いで「6日～1か月未

満」が 29.4％、「1か月～2か月未満」が 11.7％となった。 

母親では、「1年～1年 6か月未満」が 30.1％で最も高く、次いで「6か月～1年未満」が 27.6％、「2

年～3年未満」が 12.7％となった。 

父母別にみると、母親は 6 か月以上が約 9割を占め、父親より長期で取得する傾向がある。 
 

  

％

会社で育児休業制度が
整備されていなかったから

職場が育児休業制度を
取得しづらい雰囲気だったから

会社や上司、職場の育児休業取得への理解がなかっ
たから

収入を減らしたくなかったから

休業取得によって、仕事がなくなったり、
契約終了（解雇）の心配があったから

残業が多い等、業務が繁忙であったから

休業から復帰する際に、
仕事や職場の変化に対応できないと思ったから

自分にしかできない仕事や
担当している仕事があったから

昇給や昇格など、今後のキャリア形成に
悪影響がありそうだと思ったから

配偶者や家族から育児休業の取得に対して
後押しがなかったから、または反対があったから

家族や保育所などの保育サービス等
自分以外に育児の担い手がいたから

育児休業を取得しなくても育児参加しやすい働き方や
職場環境だったから

育児休業は男性ではなく
女性が取得するものだと思っていたから

フリーランス・自営業のため制度がない、
または無職だったから

その他

無回答

29.1

27.8

10.0

26.5

1.6

17.1

2.3

19.8

2.5

4.6

13.3

7.4

7.9

9.2

5.3

3.5

20.6

7.7

3.7

5.5

1.8

1.8

3.9

2.8

0.1

1.4

4.2

4.4

0.6

30.0

27.7

9.9

0 10 20 30 40

父親（N=4,363） 母親（N=2,171）

N=

父親 521

母親 2,558

41.1

0.2

29.4

0.4

11.7

1.3

9.0

5.1

3.8

27.6

1.7

30.1

0.6

10.9

0.6

12.7

0.2

7.6

1.9

4.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

5日以下 6日～1か月未満 1か月～2か月未満 2か月～6か月未満

6か月～1年未満 1年～1年6か月未満 1年6か月～2年未満 2年～3年未満

3年以上 無回答



 

14 

第１子が産まれる前と現在の働き方（産休・育休取得者は育休復帰後の状況） 

第１子が産まれる前と現在の働き方について、父親では、「同じ・変わらない」が 68.9％で最も高く、

次いで「労働場所を変えた」が 7.2％、「残業時間を減らした」が 3.9％となった。 

母親では、「同じ・変わらない」が 20.5％で最も高く、次いで「辞職した」が 14.9％、「もともと無職

だった」が 10.6％となった。 

父母別にみると、「同じ・変わらない」は父親が母親を 48.4ポイント上回っている。父親は働き方に

変化がない一方で、母親にはさまざまな変化が生じている状況がうかがえる。 

 

 
 

（３）子育てについて 

子供の世話に係る 1日の配分時間（平日・休日） 

同居しているお子さま全員の世話に係る 1 日の配分時間について、父親では、平日は「1 時間未満」

が 28.6％で最も高く、次いで「1時間～2時間未満」が 23.9％、「2時間～5時間未満」が 23.0％となっ

た。休日は、「2時間～5時間未満」が 21.1％で最も高く、次いで「12時間以上」が 19.9％、「5時間～

8 時間未満」が 13.4％となった。 

母親では、平日は、「2 時間～5 時間未満」が 30.9％で最も高く、次いで「5 時間～8 時間未満」が

26.8％、「12時間以上」が 17.4％となった。休日は、「12 時間以上」が 54.8％で最も高く、次いで「8時

間～12時間未満」が 17.0％、「5時間～8時間未満」が 12.0％となった。 

父母別にみると、母親は平日・休日ともに 2時間以上が約 9割を占め、いずれも父親より顕著に長い

傾向がみられる。 

 

 

  

N=

父親 5,446

母親 5,446

68.9

20.5

2.2

14.9

0.7

1.7

0.7

9.9

0.7

0.3

3.9

3.6

0.9

6.4

7.2

8.2

0.2

10.0

0.5

2.4

0.0

10.6

2.3

4.0

11.9

7.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

同じ・変わらない 辞職した

正規の勤務（労働）時間を増やした 正規の勤務（労働）時間を減らした

残業時間を増やした 残業時間を減らした

労働時間・労働日を変えた 労働場所を変えた

正規雇用者からパート・アルバイト・派遣・嘱託・契約社員に変えた パート・アルバイト・派遣・嘱託・契約社員から正規雇用者に変えた

もともと無職だった その他

無回答

N=

父親/平日 5,446

母親/平日 5,446

父親/休日 5,446

母親/休日 5,446

9.2

0.1

2.9

0.2

28.6

1.6

9.0

0.8

23.9

6.9

10.5

3.0

23.0

30.9

21.1

9.5

3.8

26.8

13.4

12.0

1.0

13.6

12.7

17.0

0.6

17.4

19.9

54.8

10.0

2.8

10.4

2.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

0分 1時間未満 1時間～2時間未満 2時間～5時間未満 5時間～8時間未満

8時間～12時間未満 12時間以上 無回答
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家事に係る 1日の配分時間（平日・休日） 

家事に係る 1日の配分時間について、父親では、平日は、「1時間未満」が 44.6％で最も高く、次いで

「0 分」が 20.5％、「1 時間～2 時間未満」が 17.9％となった。休日は、「1 時間未満」が 35.0％で最も

高く、次いで「1時間～2時間未満」が 23.9％、「2時間～5時間未満」が 15.1％となった。 

母親では、平日は、「2 時間～5 時間未満」が 48.2％で最も高く、次いで「1 時間～2 時間未満」が

18.8％、「5 時間～8 時間未満」が 14.6％となった。休日は、「2 時間～5 時間未満」が 45.5％で最も高

く、次いで「5時間～8時間未満」が 19.1％、「12時間以上」が 12.1％となった。 

父母別にみると、母親は平日・休日ともに 2時間以上が約 8割を占め、父親より長い傾向がある。ま

た、父親は「0分」の割合が平日で約 2割、休日で約 1 割あるが、母親は平日・休日ともに 0.1％と非常

に小さくなった。 

 

 

 

理想的な子供の数を、現実に持つことができているか 

理想的な子供の数を、現実に持つことができているかについて、「理想どおりである」が 63.4％、「理

想どおりではない」が 35.7％となった。 

父母別にみても大きな傾向の差はみられない。 

 

 
 

  

N=

父親/平日 5,446

母親/平日 5,446

父親/休日 5,446

母親/休日 5,446

20.5

0.1

11.5

0.1

44.6

2.2

35.0

1.4

17.9

18.8

23.9

10.8

6.1

48.2

15.1

45.5

0.7

14.6

2.4

19.1

0.2

6.4

0.9

8.9

0.1

7.5

1.0

12.1

10.0

2.4

10.2

2.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

0分 1時間未満 1時間～2時間未満 2時間～5時間未満 5時間～8時間未満

8時間～12時間未満 12時間以上 無回答

  全  体 5,446 63.4 35.7 0.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

理想どおりである 理想どおりではない 無回答
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理想的な子供の数について、父親・母親の年収別にみると、父親の年収に関しては、年収が高いほう
が「理想どおりである」と回答する割合が高い傾向がある。年収 700 万円以上では 7 割前後と高いが、
年収 300万円未満では 6割に満たないケースもみられる。 

一方、母親の年収別では、「1000 万円以上」は 8 割を超えているが、そのほかは 6 割台で「全体」の
結果と大きな差はみられなかった。（※サンプル数 10件以下の項目は極端な結果が出ている可能性があ
るため分析対象から除外した） 

 
【父親年収別・理想的な子供の数を持つことができているか】 

 
 

【母親年収別・理想的な子供の数を持つことができているか】 

 

※母親年収別の結果について、「800 万円～900 万円未満」「900 万円～1000 万円未満」は、サンプル数

10 件以下のため非掲載。  

  全  体 5,446

106万円未満 92

106万円～130万円未満 53

130万円～200万円未満 117

200万円～300万円未満 368

300万円～400万円未満 916

400万円～500万円未満 991

500万円～600万円未満 908

600万円～700万円未満 625

700万円～800万円未満 327

800万円～900万円未満 176

900万円～1000万円未満 91

1000万円以上 200

63.4

54.3

54.7

62.4

54.3

65.2

66.6

64.1

63.2

68.5

71.0

70.3

71.5

35.7

45.7

45.3

36.8

44.6

34.4

33.0

35.4

36.2

30.6

28.4

29.7

27.5

0.9

0.0

0.0

0.9

1.1

0.4

0.4

0.6

0.6

0.9

0.6

0.0

1.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

理想どおりである 理想どおりではない 無回答

  全  体 5,446

106万円未満 2,250

106万円～130万円未満 518

130万円～200万円未満 452

200万円～300万円未満 539

300万円～400万円未満 448

400万円～500万円未満 353

500万円～600万円未満 203

600万円～700万円未満 74

700万円～800万円未満 29

1000万円以上 26

63.4

65.2

62.0

59.5

61.8

61.4

65.4

60.6

67.6

69.0

80.8

35.7

34.2

36.7

40.0

37.7

37.7

34.0

38.9

31.1

31.0

19.2

0.9

0.6

1.4

0.4

0.6

0.9

0.6

0.5

1.4

0.0

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

理想どおりである 理想どおりではない 無回答
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理想的な子供の数が現実に持てていない原因 

理想的な子供の数が現実に持てていない原因について、「収入が不安定なこと」が 38.2％で最も高く、

次いで「年齢や健康上の理由で子供ができないこと」が 32.4％、「今いる子供に手がかかること」が 23.9％

となった。 

 

 

子供を育てていて負担に思うことや悩み 

子供を育てていて負担に思うことや悩みについて、「子育ての出費がかさむ」が 56.4％で最も高く、

次いで「自分の自由な時間が持てない」が 47.7％、「子育てによる身体の疲れが大きい」が 38.9％とな

った。 

  

％

収入が不安定なこと

自分や配偶者の仕事の事情

家事・育児の協力者がいないこと

保育所など子供の預け先がないこと

今いる子供に手がかかること

年齢や健康上の理由で子供ができないこと

その他

持つつもりの子供数を実現できない可能性は低い

無回答

38.2

23.0

19.6

4.6

23.9

32.4

20.1

3.3

1.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

％

負担に思うことや悩みは特にない

子育てによる身体の疲れが大きい

子育ての出費がかさむ

自分の自由な時間が持てない

仕事や家事が十分にできない

子供と過ごす時間が十分に作れない

配偶者やパートナーが子育てに参加してくれない

子供についてまわりの目や評価が気になる

子供をもつ親同士の関係がうまくいかない

しつけのしかたが家庭内で一致していない

しつけの仕方がわからない

子供を一時的に預けたいときに預け先がない

子供が急病のとき診てくれる医者が近くにいない

子供の病気などのときに仕事を休みづらい

気持ちに余裕をもって子供に接することができない

子供を好きになれない

  無回答

12.3

38.9

56.4

47.7

29.3

27.6

7.2

8.6

2.2

9.5

11.1

11.6

5.3

24.5

24.6

0.4

1.7

16.6

33.8

54.9

45.3

18.2

25.0

1.3

5.0

1.4

9.7

10.0

9.1

5.9

23.4

14.7

0.4

2.1

11.7

39.6

56.8

48.2

30.6

28.0

7.9

9.1

2.3

9.5

11.3

11.9

5.2

24.8

25.9

0.4

1.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

(N = 5,446)

全 体 父 母

N=1,946 



 

18 

（４）子育て支援・社会について 

日本の社会は結婚、妊娠、子供・子育てにやさしい社会だと思うか 

 

日本の社会は結婚、妊娠、子供・子育てにやさしい社会だと思うかについて、「どちらかといえばそう

思わない」が 37.8％で最も高く、次いで「そう思わない」が 31.2％、「どちらかといえばそう思う」が

27.6％となった。 

 

 

 

 

和歌山県、県内市町村が実施している子育て支援で役立ったもの、役に立つと思うもの 

 

和歌山県、県内市町村が実施している子育て支援で役立ったもの、役に立つと思うものについて、「子

供の医療費支援」が 78.6％で最も高く、次いで「学校給食費助成」が 39.5％、「出産時支援（祝い金等）」

が 38.8％となった。 

 

 

  

N=

5,446 2.2 27.6 37.8 31.2 1.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

％

不妊治療への補助

出産時支援（祝い金等）

多子世帯向け在宅育児支援事業

多子世帯向け保育料・副食費無償

多子世帯向け一時預かり等への助成

子供の医療費支援

教材費助成

学校給食費助成

通学等助成

進学奨学金

住宅助成（取得、増改築、家賃）

わかやま子育て支援パスポート

行政開催のイベント

その他

無回答

9.8

38.8

3.7

20.7

1.7

78.6

9.8

39.5

1.9

5.5

5.3

7.1

3.0

2.4

6.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=5,446 
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有効だと思う少子化対策 

有効だと思う少子化対策について、「すべての子育て世帯への経済的支援（所得制限なし、第 1 子か

ら）」が 56.3％で最も高く、次いで「急な申し出でも心置きなく休暇を取得できる雇用環境」が 39.3％、

「子供と子育て家庭にやさしい社会づくり」が 34.5％となった。 

 

 

子育てにおける周囲や社会環境に期待すること 

子育てにおける周囲や社会環境に期待することについて、「子供が安全で住みやすい地域」が 75.2％

で最も高く、次いで「子育ての大変さへの理解」が 53.9％、「行政支援の充実」が 52.9％となった。 

 

％

若年層の安定した雇用

転居を伴う転勤の廃止

急な申し出でも心置きなく休暇を取得できる雇用環境

長時間労働の是正

中高年の再就職支援

男性の家事・育児参画推進

若い世代へのライフデザイン教育や性教育

すべての子育て世帯への経済的支援（所得制限なし、
第1子から）

対象を限定した子育て世帯への経済的支援（所得制
限あり、多子）

子育て支援環境（保育所・学童保育・子供の居場所
等）の充実

公教育の質の向上

不妊治療の経済的支援

子供と子育て家庭にやさしい社会づくり

その他

無回答

24.4

4.0

39.3

14.5

4.4

12.6

3.9

56.3

10.4

34.0

7.7

11.3

34.5

5.1

5.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

％

社会全体で子育てをする風潮

子供連れを迷惑がらないこと

子供が安全で住みやすい地域

子育ての大変さへの理解

行政支援の充実

子育て当事者の社会的な受入れ（社会からの孤立
の回避）

施設のバリアフリー化

たばこ害の防止

その他

特にない

無回答

43.1

44.5

75.2

53.9

52.9

28.1

10.9

15.6

3.9

2.5

1.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=5,446 

N=5,446 


